
府中市　　　自然環境調査報告

●調査実施 ２０１７年９月１３日(水）　晴　　温度２９℃（11時） ９：３０～１１：１０
●調査場所 府中市・武蔵台公園周辺
●参加者 市担当部署：２名　/　自然環境調査委員９名　（昆虫担当委員３名）
●見学者 田中氏（昆虫）
●調査・報告 小泉、野口（裕）、森田
●確認 昆虫類＝８目３２科５７種　

目 科 種 確認時条件

トンボ目 イトトンボ科 ホソミイトトンボ 武蔵台 A上地区 目撃

トンボ科 アキアカネ 武蔵台 A下地区 目撃

シオカラトンボ 武蔵台 A下・D地区 目撃

バッタ目 キリギリス科 ササキリ・幼態 武蔵台 C・D地区 目撃・撮影

ササキリ 武蔵台 C・D地区 目撃・撮影

ウスイロササキリ 武蔵台 B地区 目撃

ヤブキリ 武蔵台 A下・D地区 目撃

カマキリ目 カマキリ科 オオカマキリ 武蔵台 A上地区 目撃・撮影

カメムシ目 イトカメムシ科 イトカメムシ 武蔵台 D地区 目撃

ツノカメムシ科 エサキモンキツノカメムシ 武蔵台 Ｂ地区 目撃・撮影

サシガメ科 アカサシガメ 武蔵台 D地区 目撃・撮影

セミ科 アブラゼミ 武蔵台 全地区 目撃

ツクツクボウシ 武蔵台 C・D地区 目撃・写真

ヒグラシ 武蔵台 B・C・D地域 目撃

ミンミンゼミ 武蔵台 A・C・D地域 目撃

ニイニイゼミ 武蔵台 Ａ上地区 目撃

アオバハゴロモ科 アオバハゴロモ 武蔵台 A上地区 目撃

ヨコバイ科 ツマグロオオヨコバイ 武蔵台 地区 目撃・撮影

アワフキムシ科 ホシアワフキ 武蔵台 A下地区 目撃・撮影

ミミズク科 コミミズク 武蔵台 B地区 目撃

ハネナガウンカ科 アカハネナガウンカ 武蔵台 A下地区 目撃・撮影

チョウ目 セセリチョウ科 イチモンジセセリ 武蔵台 A上・A下地域 目撃

ダイミョウセセリ 武蔵台 A上地区 目撃・撮影

アゲハチョウ科 アオスジアゲハ 武蔵台 B地区 目撃

アゲハチョウ 武蔵台 C地区 目撃

クロアゲハ 武蔵台 A上地区 目撃

ナガサキアゲハ 武蔵台 C地区 目撃

シロチョウ科 キタキチョウ 武蔵台 D地区 目撃

スジグロチョウ 武蔵台 D地区 目撃

シジミチョウ科 ヤマトシジミ 武蔵台 Ａ 下地区 目撃

タテハチョウ科 アカボシゴマダラ 武蔵台 Ａ上・A下・B地区 目撃・撮影

コミスジ 武蔵台 Ａ上・A下地区 目撃

ツマグロヒョウモン 武蔵台 Ａ上・A下地区 目撃

ジャノメチョウ科 ヒカゲチョウ 武蔵台 C・D地区 目撃・撮影

サトキマダラヒカゲ 武蔵台 Ｂ・Ｄ地区 目撃・撮影

ヒメジャノメ 武蔵台 Ｂ・Ｄ地区 目撃

ヒメウラナミジャノメ 武蔵台 Ｂ・Ｄ地区 目撃

メイガ科 マエアカスカシノメイガ 武蔵台 Ｄ地区 目撃・撮影

スカシバガ科 コスカシガ 武蔵台 Ｄ地区 目撃・撮影

ミノガ科 オオミノガ 武蔵台 Ｂ地区 目撃・撮影

ハエ目 カ科 ヒトスジシマカ 武蔵台 A・B・C・D地区 目撃

ガガンボ科 キリウジガガンボ 武蔵台 A上地区 目撃・撮影

ニクバエ科 センチニクバエ 武蔵台 C・D地区 目撃・撮影

ハナアブ科 ヒメヒラタアブ 武蔵台 Ａ上・A下地区 目撃

ホソヒメヒラタアブ 武蔵台 Ａ上・A下地区 目撃

ハチ目 スズメバチ科 オオスズメバチ 武蔵台 B・D地区 目撃

キイロスズメバチ 武蔵台 Ａ上・Ｂ・Ｄ地区 目撃

ミツバチ科 セイヨウミツバチ 武蔵台 Ｄ地区 目撃

ニホンミツバチ 武蔵台 Ａ下地区 目撃

コウチュウ目 テントウムシ科 ナミテントウ 武蔵台 A下地区 目撃

ナナホシテントウ 武蔵台 Ａ上地区 目撃

ハムシ科 ウリハムシ 武蔵台 Ａ 下地区 目撃

コガネムシ科 カナブン 武蔵台 C地区 目撃

シロテンハナムグリ 武蔵台 Ｄ地区 目撃

マメコガネ 武蔵台 Ａ下地区 目撃

クワガタムシ科 コクワガタ 武蔵台 D地区 目撃・撮影

ヒラタクワガタ 武蔵台 Ａ上地区 目撃・撮影
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昆虫類報告   小泉、森田作成 

　　　　小泉監修 

確認場所



ヒカゲチョウ サトキマダラヒカゲ アカボシゴマダラ・羽化 ダイミョウセセリ

田中氏撮影

ササキリ・幼態 ササキリ ツマグロオオヨコバイ マエアカスカシノメイガ

田中氏撮影 田中氏撮影

アカサシガメ ツクツクボウシ エサキモンキツノカメムシ ホシアワフキ

コクワガタ ヒラタクワガタ オオスズメバチ キリウジガガンボ

センチニクバエ

オオカマキリ

　

小泉撮影・体長３０ｍｍ

ホソミイトトンボ

所感
9月というのに連日30℃の暑い日が続く。

考えていたより昆虫類が少ない、探し方がまだ甘いのか。

（森田）

〇久しぶりに観察できたもの。

*アカバネナガウンカ 2013年

〇今回初めて確認。

*コスカシバ（スカシバ科）

9月に入っても気温が高いこともあり、思ったより観察できたのが

幸い。

（小泉）


